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最
近
、川
内
港
に
行
き
ま
し
た
か
。

　
よ
く
行
か
れ
る
方
の
中
に
は｢

川
内

港
に
出
現
し
て
消
え
て
い
っ
た
あ
の
白

く
て
大
き
な
物
体
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
今
、
一
体
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
」と
不
思
議
に
思
わ
れ
て
い
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
謎
の
物
体
の
正
体
も
含
め
、
今

回
は
川
内
港
や
そ
の
周
辺
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

　
本
市
の
西
部
、
東
シ
ナ
海
に
注
ぐ
川
内

川
の
河
口
部
に
あ
る
川
内
港
で
は
、
現
在
、

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
国
直
轄

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
内
港
の
概
要

　
川
内
港
は
港
湾
法
に
お
け
る
重
要
港
湾

で
あ
り
、
鹿
児
島
県
北
西
部
の
海
上
輸
送

の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
地
理
的
に
有
利

な
位
置
関
係
に
あ
り
、
韓
国
な
ど
と
の
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
週
５
便
で
運
航
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
近
年
の
取
扱
量
は
、
木
材
チ
ッ
プ
や

紙
・
パ
ル
プ
製
品
を
中
心
に
外
貿
、
内
貿

合
わ
せ
て
約
１
２
０
万
ト
ン
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

木
材
輸
出
の
増
加

　
近
年
、
海
外
で
の
木
材
需
要
と
北
薩
地

域
に
お
い
て
伐
期
を
迎
え
た
木
材
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
平
成
27
年
か
ら

原
木
輸
出
量
が
急
増
し
て
お
り
、
令
和
４

年
速
報
値
で
は
、
全
国
３
位
の
輸
出
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
令
和
４
年
財
務
省
貿

易
統
計
よ
り
（
税
関
名
：
川
内
））

■
整
備
概
要

【
総
事
業
費
】
約
１
６
０
億
円

【
事
業
期
間
】
令
和
３
年
度
～

　
　
　
　
　 

令
和
９
年
度

【
国
が
整
備
す
る
施
設
】

岸
壁
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
（
耐
震
））

泊
地
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
）

航
路
・
泊
地
（
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
）

【
県
が
整
備
す
る
施
設
】

ふ
頭
用
地
・
荷
役
機
械

川
内
港
港
湾
計
画
の
改
訂
と
新
た

な
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

　
こ
う
し
た
林
産
品
の
輸
出
増
加
な
ど
に

伴
う
船
舶
大
型
化
に
対
応
す
る
た
め
、
令

和
元
年
１１
月
に
平
成
元
年
以
来

３０
年
ぶ
り

に
川
内
港
港
湾
計
画
が
改
訂
さ
れ
、
川
内

港
唐
浜
地
区
に
新
た
に
延
長
２
３
０
メ
ー

ト
ル
、
水
深
１２
メ
ー
ト
ル
の
耐
震
強
化
岸

壁
な
ど
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、｢

川
内
港
唐
浜
地

区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
」
が

国
の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
唐
浜
地
区

で
新
た
な
岸
壁
な
ど
の
整
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

事
業
の
効
果

　
こ
の
事
業
が
完
成
す
る
と
、
新
た
な

岸
壁
に
３
万
ト
ン
級
の
大
型
船
舶
が
入

港
可
能
と
な
り
、
原
木
な
ど
の
林
産
品

の
輸
出
拡
大
や
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化

に
も
対
応
可
能
と
な
る
た
め
、
物
流
の

効
率
化
や
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
強
化
岸
壁
と

な
る
こ
と
で
、
被
災
時
に
も
川
内
港
を

利
用
し
た
海
上
輸
送
が
可
能
と
な
り
、

背
後
企
業
の
事
業
継
続
に
寄
与
す
る
他
、

近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

第第 4949回回

～川内港 謎の大きな
～川内港 謎の大きな

物体 (ケーソン ) 編～
物体 (ケーソン ) 編～

　で
も
、
川
内
港
の
岸
壁
の
水
深
が
浅
く
て
大
型

の
原
木
運
搬
船
が
入
港
で
き
な
い
こ
と
や
、
原
木

置
き
場
と
な
る
ヤ
ー
ド
の
不
足
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
ん
だ
っ
て
。

　こ
の
白
く
て
大
き
な
物
体
の
正

体
は
耐
震
強
化
岸
壁
の
本
体
部
分

＝
ケ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

▲白くて大きな物体の正体　耐震強化岸壁の本体部分＝ケーソン

問合先／本庁建設政策課（内線3111）

▲川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備事業

高さ約15メートル

3 Satsumasendai city Public Relations, 2024.2.10

　
ま
た
、
久
見
崎
地
区
で
は
、
川
内
港

臨
海
ゾ
ー
ン
の
新
た
な
産
業
用
地
と
な

る
「
川
内
港
久
見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
」

が
、
令
和
５
年
１１
月
に
１
工
区
が
完
成

し
、
２
工
区
に
つ
い
て
も
令
和
５
年
度

中
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
新
た

な
産
業
拠
点
が
創
出
さ
れ
、
川
内
港
臨

海
ゾ
ー
ン
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
川
内
港
唐
浜
地
区
国
際

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
を
循
環
経

済
・
産
業
拠
点
の
創
出
に
お
け
る
重
点

施
策
と
位
置
付
け
、
関
係
団
体
と
一
致

団
結
し
て
、
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い

完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲ケーソンを海上に運搬する様子

▲上空から見たケーソン

▲「サーキュラーパーク九州」構想

▲川内港久見崎みらいゾーン

▲海底に仮置きされたケーソン　

工
事
現
場
の
状
況

　
岸
壁
は
、
高
さ
約
１５
メ
ー
ト
ル
、
幅

２０
メ
ー
ト
ル
、
重
量
が
約
１
３
０
０
ト

ン
の
ケ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
箱
１５
個
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
１０
月
、
陸
上
で
製
作
さ
れ
た

８
個
の
ケ
ー
ソ
ン
が
、
大
型
ク
レ
ー
ン

船
に
よ
り
海
上
に
運
搬
さ
れ
、
海
底
へ

の
仮
置
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
残
る
７

個
も
今
後
順
次
製
作
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
令
和
９
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
の
強
化

　
一
方
、
川
内
港
周
辺
で
は
、
高
規
格
道

路
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、
熊
本
県
八
代

市
か
ら
本
市
を
経
て
鹿
児
島
市
に
至
る
高

規
格
道
路
で
あ
り
、
現
在
、
阿
久
根
川
内

道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

道
路
に
よ
り
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

と
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
一
体
と
な
っ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
川
内
港
か
ら

鹿
児
島
県
・
熊
本
県
の
都
市
圏
へ
の
円
滑

な
物
流
の
実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
川
内
港
か
ら
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
を
経
由
し
、
北
薩
横
断
道
路
ま

で
を
結
ぶ
「
川
内
宮
之
城
道
路
」
構
想
も
、

令
和
５
年
８
月
に
初
の
決
起
大
会
が
開
催

さ
れ
、
実
現
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
実
現
す
る
と
、
陸
と
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
格
段
に
充
実
し
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

■
高
ま
る
川
内
港
へ
の
期
待

　
令
和
４
年
以
降
、
本
市
や
さ
つ
ま
町
に

生
産
拠
点
を
置
く
大
手
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
、

川
内
港
を
利
用
し
た
海
外
輸
出
を
開
始
し

ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

へ
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
県
外
へ
陸
送
し
て
い
た
輸
送
を
、

川
内
港
を
利
用
し
た
海
上
輸
送
へ
切
り
替

え
る
動
き
が
見
ら
れ
、
地
域
か
ら
の
川
内

港
へ
の
期
待
は
日
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
循
環
経
済
・
産
業
拠
点
の
創
出

　
九
州
電
力
の
川
内(

火
力)

発
電
所

跡
地
で
は
、
資
源
循
環
の
拠
点
と
し
て

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
」
構
想
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
７
月

２６

日
に
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
株
式

会
社
が
設
立
、
同

３１
日
に
本
市
と
立
地
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

 

川
内
港
周
辺
で
は
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
？

至　阿久根市

国道３号

川内川

船間島工業団地

川内原子力発電所

（仮称）湯田西方ＩＣ

薩摩川内水引ＩＣ

川内港唐浜地区
国際物流ターミナル整備事業

サーキュラーパーク九州
（川内（火力）発電所跡地）

川内港久見崎みらいゾーン

南九州西回り
自動車道

薩摩川内高江ＩＣ至　いちき串木野市

川内宮之城道路
（将来構想）

至　さつま町（北薩横断道路）

南九州西回り自動車道
「阿久根川内道路」



◀市公式LINEの友だち
　登録はこちらから

◀ログイン後、フォロー
　することができます

　令和６年は、薩摩川内市誕生20周年の記念すべき年です。この記念すべき年を、さまざまな事業を通して、市民の
皆さんと一緒に盛り上げます。

■ロゴマーク決定
�　市誕生20周年を迎えることを広く周知・ＰＲするためのロゴマークを募集したとこ
ろ、全国から94件の応募があり、本市在住の越

こえ
地
ち
成
なる
美
み
さんの作品に決定しました。本

市の伝統行事である川内大綱引をモチーフに
「綱｣と｢繋ぐ｣をかけて次世代へつないでいく
思いが込められています。
　このロゴマークは、市民の皆さんも使用する
ことができます。営利目的で使用する場合は申
請が必要です。イベントなどさまざまな場面で
ご使用ください。

■記念事業はホームページやSNSでも発信中
�　市では、市誕生20周年記念事業を広報紙や
ホームページの他、市公式 LINEなど、さまざ
まな媒体を通して発信しますので、フォローな
どして随時チェックしてください。

みんなで薩摩川内市誕生20周年を盛り上げよう

▲懸垂幕お披露目式の様子

みんなで
盛り上げよう！

▲ロゴマーク使用に
　関して

▲ロゴマークの
　説明

▲市誕生20周年
　記念サイト

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.28VOL.28
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

災
害
に
季
節
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

　
災
害
と
聞
け
ば
、本
県
で
は
梅
雨
時
期
の
大

雨
や
、台
風
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
に
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
つ
で
も
行
動
に
起

こ
せ
る
よ
う
災
害
に
対
す
る
備
え
は
、常
に
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
に
関
す
る
注
意
点

　
防
災
リ
ュ
ッ
ク
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
、季

節
に
応
じ
た
準
備
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
こ
の
寒
い
季
節
、体
温
の
維
持
が
重

要
に
な
り
ま
す
。停
電
な
ど
で
暖
房
器
具
が
使

え
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
し
、防
寒
対
策
と
し

て
毛
布
や
ス
ト
ー
ル
、小
さ
く
畳
め
る
ダ
ウ
ン

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、毛
布
、保

温
で
き
る
水
筒
、保
湿
ク
リ
ー
ム
な
ど
寒
さ
、

乾
燥
対
策
が
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、温
か
い
服
装
で
手
袋
や

帽
子
、厚
手
の
靴
下
な
ど
を
着
用
し
、濡
れ
た

場
合
は
、体
が
急
激
に
冷
え
る
の
で
速
や
か
に

脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、女
性
の
場
合
、避
難
所
で
の
生
活
中

に
生
理
が
始
ま
る
可
能
性
も
考
え
、生
理
用
ナ

プ
キ
ン
や
デ
リ
ケ
ー
ト
ウ
エ
ッ
ト
シ
ー
ト
、不

透
明
（
で
き
れ
ば
黒
色
）の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、災
害
に
備
え
た
備
蓄
品
の
準
備
な

ど
に
つ
い
て
は
、広
報
薩
摩
川
内
６
月
通
常
版

「
防
災
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

停
電
に
な
っ
た
と
き
は

　
皆
さ
ん
は
、災
害
発
生
時
に
必
要
な
情
報
を

ど
の
よ
う
に
入
手
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

か
。災
害
の
発
生
に
よ
り
、停
電
に
な
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。停
電
す
る
と
、テ
レ
ビ
か

ら
の
情
報
が
入
手
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、自
治
体
な
ど
か
ら

発
信
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
／
防
災
安
全
課

防
災
安
全
Ｇ（
内
線
４
９
２
２
）

▲令和６年
　能登半島地震
　について
　市ホームページ

▲広報薩摩川内
　６月通常版
　「防災トピックス」

〇市公式LINE
　【基本メニュー】➡【防災情報】➡【防災
ホームページ】をタップすると、市が発信
する防災情報や警報などの情報を確認する
ことができます。

〇Ｘ (旧Twitter)
　市ホームページの新着情報の他、市政情報や
防災情報などを確認することができます。
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　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージしたコーナーで、人物や活動の
紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

野の

村む
ら

　輝れ
お

さ
ん
（
12
歳
）

サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い

　｢

幼
馴
染
の
影
響
で
、
小
学
１
年
生

の
時
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た｣

と
話

す
の
は
平
佐
西
小
学
校
６
年
生
の
野

村
輝
さ
ん
。
３
歳
の
時
か
ら
自
宅

の
庭
な
ど
で
ボ
ー
ル
を
蹴
る
こ
と
が

好
き
で
、
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
の
は
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
。

　
当
時
小
学
１
年
生
だ
っ
た
野
村
さ
ん

は
、
現
在
所
属
し
て
い
る
Ｈア

ン

リ

ｅ
ｎ
ｒ
ｙ 

Ｋ
か

ご

し

ま

ａ
ｇ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｆ
Ｃ
に
体
験

入
団
し
た
際
、
６
年
生
の
先
輩
た
ち
に

憧
れ
て
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

自
分
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
に

　
テ
レ
ビ
で
海
外
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

を
見
て
い
た
野
村
さ
ん
は
、
選
手
の

ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
や
パ
ス
の
精
度
の

高
さ
に
違
い
を
感
じ
た
そ
う
。
も
っ

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
、
横
浜
で
行
わ
れ
た
合
宿

に
1
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
合
宿

中
の
コ
ー
チ
は
全
員
ス
ペ
イ
ン
人
で
、

今
ま
で
と
は
全
く
違
う
方
法
で
練
習

や
試
合
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
経
験
か
ら
、
海
外
で
サ
ッ
カ
ー
を

学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

見
学
に
来
て
い
た
チ
ー
ム
の
方
か
ら

声
が
掛
か
っ
た
こ
と
が
、
海
外
に
挑

戦
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
11
歳
以
下
の
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
国
際
試
合
に
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
小
学
6
年
生
の
夏
、
1
カ
月

間
で
フ
ラ
ン
ス
、
モ
ナ
コ
、
ス
ペ
イ

ン
で
プ
ロ
チ
ー
ム
下
部
組
織
の
練
習

に
参
加
し
、
ボ
ー
ル
を
止
め
る
、
蹴
る
、

パ
ス
な
ど
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

決
意
を
胸
に
単
身
ス
ペ
イ
ン
へ

　
ス
ペ
イ
ン
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
で
あ
る
ブ
ル
ゴ
ス
Ｃ
Ｆ
の
下
部
組

織
と
、
そ
の
傘
下
チ
ー
ム
で
あ
る
ブ

ル
ゴ
ス
Ｕ
Ｄ
の
２
チ
ー
ム
と
契
約
を

結
び
、
４
月
か
ら
単
身
ス
ペ
イ
ン
へ

渡
る
野
村
さ
ん
。
他
の
国
で
も
サ
ッ

カ
ー
を
し
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
に

行
く
こ
と
を
決
意
し
た
最
大
の
理
由

は
、
ス
ペ
イ
ン
で
主
流
の
プ
レ
ー
ス

タ
イ
ル
が
自
分
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
プ
レ
ー
ス

タ
イ
ル
と
は
、
頭
を
使
う
サ
ッ
カ
ー
。

「
外
国
人
と
日
本
人
で
は
体
格
差
も

あ
る
。
本
場
の
ス
ペ
イ
ン
で
頭
を

使
っ
た
サ
ッ
カ
ー
を
学
び
た
い
」と

話
し
ま
す
。

　
小
学
２
年
生
の
時
か
ら
す
で
に
自

分
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
に
気
付
き
、

世
界
を
見
据
え
て
プ
レ
ー
し
て
い
た

と
話
す
野
村
さ
ん
。
さ
ら
に
、
現
地

で
一
緒
に
練
習
を
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
関
係
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
も
両

チ
ー
ム
に
入
団
す
る
決
め
手
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

努
力
を
惜
し
ま
な
い

　
座
右
の
銘
は｢

愚ぐ

公こ
う

移い

山ざ
ん｣

。
何

事
に
も
根
気
よ
く
努
力
を
続
け
れ
ば

最
後
に
は
成
功
す
る
こ
と
の
た
と

え
で
す
。
小
学
２
年
生
で｢

僕
に
は

努
力
し
か
な
い｣

と
自
覚
し
た
そ
う
。

海
外
選
手
と
の
体
格
差
を
埋
め
る

た
め
に
体
づ
く
り
を
行
っ
た
り
、
普

段
の
練
習
以
外
で
の
自
主
練
習
、
動

画
を
聞
き
流
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
勉

強
を
し
た
り
と
、
そ
の
言
葉
通
り
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ペ

イ
ン
語
に
慣
れ
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン

に
渡
っ
て
か
ら
は
公
立
の
学
校
に
入

学
し
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
そ
う
で
す
。
全
て

は
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
を
上
達
さ
せ
る

た
め
。「
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、
海

外
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
入
場
曲
を

聞
い
た
り
、
試
合
を
見
た
り
と
い
つ

も
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
」と
言
い
ま
す
。

　
将
来
は「
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
、
日
本
人
初
の
バ
ロ

ン
ド
ー
ル
賞
を
取
り
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　｢

楽
し
み
な
こ
と
は
、
生
で
試
合

を
見
る
こ
と
。
言
葉
の
面
で
不
安
な

こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
初
心
を
忘
れ

ず
に
頑
張
り
た
い｣

と
話
す
野
村
さ

ん
は
、
今
日
も
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
走
り
続
け
ま
す
。

▲�お世話になったHenry�
kagoshima�FC の山本
監督（右）と

　
世
界
中
で
大
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
、

サ
ッ
カ
ー
。
世
代
や
人
種
を
問
わ

ず
、
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
は
、
サ
ッ
カ
ー
強
豪
国
の

一
つ
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
に
、
単
身

で
挑
戦
す
る
一
人
の
小
学
生
の
思

い
に
寄
り
添
い
ま
す
。
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問合先／総務課人事職員Ｇ （内線４５４１、４５４２）

※  募集職種や勤務先、
業務内容などの詳
細については、市
ホームページをご
確認ください。

2/29（木）
締切（必着）

会計年度任用職員って？
　会計年度任用職員とは、地方公務員法の改正に伴い、

令和２年度から新たに設けられた非常勤職員の制度です。

　会計年度任用職員制度の導入により、それまでの市の

嘱託職員および臨時職員などの非常勤職員は、会計年度

任用職員へと移行しました。

勤務条件など
①会計年度任用職員（月額）
・主に月16日、８時30分～17時15分の勤務となります。

・�健康保険（共済組合）、厚生年金、雇用保険の適用があ

ります。

②会計年度任用職員（月額１／２勤務）
・主に月 14日、９時～ 16時の勤務となります。

・�健康保険（共済組合）、厚生年金、雇用保険の適用はあ

りません。

※�①、②とも、職種によっては条件が異なりますので、
詳しくはお問い合わせください。

※地方公務員法上の服務に関する規定が適用されます。

報酬月額
　市ホームページ掲載の報酬月額は、新年度の見込額（参

考）です。令和６年度の予算の状況などによっては変動

する場合があります。条件を満たす場合、賞与の支給を

予定しています。

休暇など
年次有給休暇などがあります。

任用期間
令和６年４月１日～令和７年３月 31日

※再度任用されることがあります。

応募資格
採用時、本市に居住する方で、希望する職種の応募資格

を満たす方

※複数職種への応募はできません。

提出書類
①履歴書（市販品可、顔写真貼付）

②�資格を証明する書類の写し（資格取得見込の場合は、そ

の旨を記載したもの）

※応募資格に資格要件がある場合のみ

選考方法
面接試験

※�試験日などは、後日、応募者に通知します。（３月を予

定）

応募方法
市ホームページ掲載の募集要項の応募先へ直接持参、ま

たは郵送

※ハローワーク川内に求人情報を提供しています。

令和６年度
会計年度任用
職員の募集

▲�市ホーム
ページ

62024.2.10 広報

　市では、令和６年度の会計年度
任用職

員（月額・月額１／２勤務）を募集し
ます。

　月額と月額１／２勤務では、勤
務条件

などが異なりますので確認の上、
ご応募

ください。

令和６年度実施予定のがん検診と個人負担額

検診名 対象者 個人負担額（予定） 検査方法 申込集団 病院
胃 が ん

40 歳以上男女
　1,000 円 バリウム検査

必要
大 腸 が ん 　600 円 採 便
肺 が ん 　500 円 X 線 検 査

不要
前 立 腺 が ん 50 歳以上男性 1,000 円 血 液 検 査

乳 が ん 40 歳 以上女性
　40歳代：1,700 円

1,800 円 マンモグラフィ
必要50歳以上：1,000 円

子 宮 が ん 20 歳 以上女性 1,000 円 1,500 円 頸 部 細 胞 診
※次の方は、無料です。	 	 	 	 	
● 75 歳以上の方　●	非課税・生活保護世帯に属する方		 	 	 	
●１年生検診の方（子宮がん：20歳、胃・大腸・肺・乳がん：40歳、前立腺がん：50歳）

　
　
　
　
　 

を

　
　
　
　し
ま
し
ょ
う

問
合
先
／
市
民
健
康
課（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）8
8
1
1

受
診

が
ん
検
診

　
早
期
発
見
に
は
定
期
的
な
検
診
を

　
が
ん
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病

気
で
、
日
本
人
の
死
因
第
１
位
。
２
人
に
１

人
は
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
身

近
な
病
気
で
す
。

　
そ
し
て
早
期
に
発
見
し
て
治
療
を
開
始
す

れ
ば
、
約
９
割
が
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の｢

早
期
が
ん｣

を
発
見
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
本
市
で
は
毎
年
、
市
民
対
象
の
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
額
自
己
負
担
で
受

診
す
る
の
に
比
べ
、
少
な
い
自
己
負
担
で
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
団
検
診
も
行
い
ま
す

　
主
に
保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
う
集
団
検
診
は
、

土
・
日
曜
日
も
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
時
に
は
、

｢

腹
部
超
音
波
検
査｣

、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
時
に
は｢

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診｣

、
肺
が

ん
検
診
時
に
は｢

喀か
く

痰た
ん

細
胞
診
検
査｣

を
合

わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
い
ず
れ

も
対
象
年
齢
と
対
象
基
準
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法

　
が
ん
検
診
の
対
象
者
に
は｢

令
和
６
年
度

が
ん
検
診
申
込
票｣

を
１
月
下
旬
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

転
入
者
や
追
加
申
込
希
望
の
方
は
お
電
話

で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

※�

料
金
に
つ
い
て
は
、
下
段
の
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月
29
日（
木
）

検
査
結
果
が 

「
要
精
密
」だ
っ
た
時
は

　
結
果
が｢

要
精
密｣
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、

精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
に

が
ん
で
な
い
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　｢

要
精
密｣

と
判
定
さ
れ
て
も
検
査
で
見
つ

か
ら
な
い
こ
と（
偽
陰
性
）や
、
逆
に｢
要
精

密｣

で
な
い
の
に
そ
の
疑
い
が
あ
る（
疑
陽

性
）と
い
う
診
断
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
精
密
検
査
は
、
こ
の
よ
う
な
が
ん
の
疑

い
を
除
外
し
、
正
し
く
判
断
す
る
た
め
に
必

要
で
す
。

　
検
診
結
果
が
要
精
密
の
場
合
や
自
覚
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
詳
細
情
報

　
検
診
日
程
や
受
診
料
金
な
ど
は
、
決
定
次

第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

◀︎成人・高齢者の健康
　市ホームページ

◀︎各種がん検診等の
　日程について
　市ホームページ

　令和３年度、本市の
がん検診によるがん発
見者数は47人でした。
●肺がん  � ��13 人
●大腸がん  � ��12 人
●胃がん  �  �２人
●乳がん  � ��18 人
●子宮がん ��  �２人

がん検診の
現状
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皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／秘書広報課企画総務・広聴広報Ｇ（内線 4122）

皆さんの思い出の
料理を大募集

中国の家庭料理
エビの塩こしょう焼き

●�エビをカリっとするまで焼く。
●�エビのうま味を奪わないように、塩こしょうの味加減に気を付ける。

おいしいです」とアドバイスしてくれました。
　唐さんが国際交流員になろうと思った
きっかけは、大学で４年間学んだ日本語
をもっと使いたいと思ったからだそうです。
日本語を習得するために、日本のアニメや
ドラマ、バラエティ番組を見て勉強してい
たとのこと。
　「大学を卒業後、常熟市の職員として働
き、大学時代に学んだ日本語を生かしたい
と思うようになり、国際交流員の募集を見
て、変わるなら今だと決心し、すぐに申し
込んだ」と言います。現在は、国際交流員と
して、料理教室で異文化理解などの講座を
行い、参加者から「常熟市に行ってみたい」
「唐さんの講座が楽しかった」と言ってもら
えることがやりがいになっているそうです。
　「これからもいろいろなことに挑戦し、自
分がどこまでできるのか知りたい。任期満
了が近づいているので、もっと薩摩川内市
の自然や食をたくさん楽しみたい」と、笑顔
で話してくれました。

�� レシピ今回は、友好都市である中国江
こう
蘇
そ
省常

じょう

熟
じゅく
市より国際交流員として赴任して

いる、唐靚さんに「エビの塩こしょう焼き」
をご紹介いただきました。
　「エビの塩こしょう焼きは、幼少期に上
海に住む祖母が常熟へ遊びに来た時に作っ
てくれた料理の中で、大好きな一品。父も
料理が好きで、肉まんを生地から作るなど、
いつも夜中までレシピを研究したり、レス
トランで食べた料理の再現をしたりしてい
る」と言います。その影響で唐さん自身も
食べるだけではなく、レシピを研究するこ
とも好きで、家族でレシピについて話し合
うこともあるそうです。
　そんな料理好きの唐さんに、今回ご紹介
いただいた「エビの塩こしょう焼き」を作る
ポイントを聞いたところ、「ネギやニンニク
などの香味野菜を入れるタイミングが肝心。
香りや辛さを強くしたい方は、最初からよ
く熱した油へ入れるのがお薦めですが、弱
くしたい方は、メイン食材の後に入れても

【材料】 （３～４人分）
●エビ（殻付き）：200g ●小ネギ：
適量●ショウガ：３枚（スライス）
●ニンニク：３房●唐辛子：２本
●塩：小さじ 1/2 ●料理酒：大
さじ５●こしょう：� 大さじ１�
●しょうゆ：�小さじ１●オイス
ターソース：�小さじ１

【作り方】
❶�エビとショウガ、ネギ、料理酒、
塩、こしょう、しょうゆ、オイ
スターソースを混ぜて、５分程
漬け込む。
❷�フライパンに油をたっぷり入れ
て、エビを半分火が通るまで炒
め、１度取り出す。
❸�熱した油にみじん切りしたニン
ニク、唐辛子を入れ、香ばしく
なったら、炒めたエビを入れ、
ネギとこしょうを散らして完成。

唐
とうせい

靚さん

◀️料理教室
　の様子
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　今
回
は
、
株
式
会
社
キ
ャ
ピ
タ

ル
を｢

深
ボ
リ
！｣

。
代
表
取
締
役

の
中な

か

満み
つ

康こ
う

蔵ぞ
う

さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　ク
ル
マ
エ
ビ
を
専
門
に
扱
う

会
社
と
し
て
、
平
成
５
年
に
開
業

第
62
回

株
式
会
社
キ
ャ
ピ
タ
ル

代 表 者：代表取締役　中満康蔵

所 在 地：中郷三丁目 344

従業員数：４人

連 絡 先：（25）2777

し
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
仕
入
れ
た
ク
ル

マ
エ
ビ
を
販
売
す
る
他
、
全
国
の

養
殖
場
に
稚
エ
ビ
や
餌
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
地
の

養
殖
場
に
お
け
る
成
育
状
況
な
ど

を
把
握
で
き
、
取
引
先
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
も
の
を
仕
入
れ
、
提

供
可
能
な
体
制
で
あ
る
こ
と
が
当

社
の
強
み
で
す
。

　
ま
た
、
和
歌
山
県
に
自
社
の
加

工
場
を
持
ち
、
み
そ
漬
け
な
ど
の

ク
ル
マ
エ
ビ
の
加
工
品
を
製
造
し

販
売
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
の
需
要

　
海
外
で
は
日
本
の
ク
ル
マ
エ
ビ

の
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
国
内
で
は
海
外
産
の
エ
ビ
が

多
く
消
費
さ
れ
て
お
り
、
店
頭
で

国
産
の
も
の
を
見
掛
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
国

産
の
ク
ル
マ
エ
ビ
を
身
近
に
感
じ
、

地
元
の
方
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、

冷
凍
自
動
販
売
機
を
九
州
で
初
め

て
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
通
じ
て
反
響
を
呼
び
、
皆

さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
後
の
抱
負

　こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
ク
ル
マ
エ

ビ
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
宇

宙
食
と
し
て
開
発
で
き
な
い
か
と

構
想
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
生

産
工
場
を
作
り
、
地
元
の
方
を
雇

用
し
て
、
従
業
員
数
を
増
や
す
な

ど
、
地
域
貢
献
と
消
費
者
開
拓
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

入社 25年目
中
なか
満
みつ
ますみさん

　
私
は
夫
と
２
人
で
薩
摩
川
内
の

事
業
所
を
切
り
盛
り
し
、
経
理
の

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ル
マ
エ
ビ
の
お
薦
め
の
食
べ

方
は
蒸
し
た
り
、
天
ぷ
ら
に
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ク
ル
マ
エ
ビ
の
価
値
と
需
要
を
高

め
、
市
民
の
方
々
の
食
卓
へ
届
く

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲車えびみそ漬け

▲夢を語る中満代表取締役

株式会社キャピタル
－ Information －

ホームページ▶

▲中満代表取締役（左）と社員の中満ますみさん

▲事務所前に設置された
　冷凍自動販売機
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よくある飼い猫のトラブル 室内飼いを徹底するためにできること

トラブルを防ぐために
飼い主が守るべきこと

人も猫も快適に過ごすことができる環境を目指して

　飼い主が知らないところでトラブルが起きているかも 
しれません。
　・近所の家の庭や畑、駐車場でうんちやおしっこをする
　・けんかや発情期の鳴き声がうるさい
　・花壇やごみを荒らす
　・爪で車を傷付ける
　・家の中に勝手に入ってくる　など

〇外を眺める場所をつくる
　室内飼いのデメリットは「退屈」です。窓の外を見るとい
う刺激を与えましょう。ただし、縄張り意識の強い猫は、
外に猫を見つけると不安を覚え、室内でマーキングをする
こともあるので、注意が必要です。
〇上下運動ができる場所の確保
　猫は立体空間の移動や、複雑に入り組んだスペースの移
動を好みます。家具の配置を考えて、猫が上下運動できる
よう工夫してみましょう。
〇爪とぎの設置
　猫は爪を研いで古い爪から新しい爪に再生させます。部
屋に適切な爪とぎがないと、家具や柱などで爪を研ぐので、
専用のものを用意しましょう。
〇隠れ場所をつくる
　猫は本来臆病な動物です。急な来客や何かに驚いたとき
に猫が逃げ込めるスペースを用意しましょう。

① 最後まで愛情と責任を持って飼いましょう
② 室内で飼いましょう
③ 不妊・去勢手術をしましょう
④ 迷子札・マイクロチップなどを付けましょう

　市では、猫によるトラブルを未然に防止するため、猫の適正飼養ガイドラインを作成しています。
　人と猫が調和した快適な居住環境の維持向上と、人と猫が共生できるまちづくりのための基本的
なルールを示しています。詳しくは、市ホームページをご確認ください。

飼い猫の管理、行き届いていますか
－２月は猫の適正飼養推進月間－

▲市ホームページ

本庁環境課生活環境G
（内線 4333）

問
合
先

地域を支える民生委員・児童委員、
主任児童委員および保護司

本庁社会福祉課企画総務G
（内線 2171）

問
合
先

【民生委員・児童委員、主任児童委員】
�　民生委員は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地
方公務員で、児童委員も兼ねています。特定の区域を担当し、生活の不安やお
金のこと、子育てや介護、福祉サービスのことなど、困り事について相談対
応や支援も行い、住民の立場でまちの福祉を
担っています。
　また、主任児童委員は、上記委員の中から
厚生労働大臣に指名され、児童福祉に関する
事項を専門に担当します。行政や学校、児童
相談所などの児童福祉関係機関と連携を図
り、児童委員の活動を援助・協力します。

【保護司】
�　保護司は、保護司法に基づいて法
務大臣から委嘱された非常勤の国家
公務員です。犯罪や非行をした人に
対し、地域における立ち直り支援や
再犯防止のための活動を行っていま
す。その他、地域住民の一人として、
地域社会の安全・安心に貢献すると
いう理念のもと、地域住民からの相
談対応、学校や地域の防犯活動団体
との連携、支援を行うなど、幅広く
活動しています。

市
民
の
相
談
相
手
と
し
て�

薩
摩
川
内
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
　
会
長

本ほ
ん

田だ

信の
ぶ

子こ

さ
ん

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
上
の
困
り
事
の
相
談
を
受

け
、
解
決
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
解

決
が
難
し
く
、
お
聴
き
す
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
心
に
た
め
て
い
た

も
の
を
口
に
出
す
だ
け
で
、
気

持
ち
が
落
ち
着
か
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
も
各
種
研
修
会

に
参
加
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の

悩
み
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
日
々
学
ん
で
い
ま

す
。

　
市
内
で
は
、
約
３
０
０
人
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
が
皆
さ
ん
の
生
活

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
一
番
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
近
く

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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　11 月に大阪府で開催された第 36 回全日本マーチ
ングコンテストで、川内北中学校吹奏楽部が県勢初
の金賞を受賞しました。
　12 月 15 日（金）、部員と指導者が市長を表敬訪問
し、代表して二

に

之
の

宮
みや

葵
あお

依
い

さんが「今まで練習を頑張っ 
てきて良かっ 
た。応援して 
く れ た 方 々
に 感 謝 し た
い」と受賞の 
喜 び を 話 し
て く れ ま し
た。

旧増田家住宅来訪者10万人達成 光の懸け橋で新年をお祝い
　12 月 24 日（日）、入来麓武家屋敷群内にある旧増
田家住宅（入来町浦之名）の来訪者が、平成 25 年４
月のオープン以来、10 万人を達成しました。
　10 万人目となった
のは、鹿児島市から
親子でお越しの森

もり

満
みつ

雪
ゆき

巴
は

さ ん（２ 歳 ）。 市
長から 10 万人目の記 
念証などが贈られ、緊 
張しながらも笑顔で
受け取りました。

　１月１日（月）、月屋山（湯島町）と柳山（高江町）の
山頂で、川内川あらし協議会が「光の架け橋」イベン
トを行いました。サーチライトの光を使用してそれ
ぞれの山頂を結び、光の懸け橋を作りました。
　また初日の出
の時刻には、参
加者が一斉にク
ラッカーを鳴ら
し、新年の訪れ
を祝いました。

　12 月 27 日（水）、本庁で、社会福祉法人渓
けい

州
しゅう

会
かい

の
女性活躍推進企業認定証交付式を行いました。
　育児や介護を両立させるため、出退勤時間を柔軟
に対応するなど多様な働き方を実現しています。ま
た、「イクボス宣言」も行って、職員のワーク・ライ
フ・バランスを応
援し、男女共に働
きやすい職場づく
りに取り組んでい
ることが評価され
ました。

誰もが働きやすい職場づくりを目指して

自転車で楽しく安全に走行するために

　12 月 19 日（火）、第 76 回全国高等学校バスケッ
トボール選手権大会に出場する川内高等学校男子バ
スケットボール部の選手と指導者が、市長を表敬訪
問しました。同大会への出場は４年ぶりで、選手た
ちは健闘を誓いました。大会は、12 月 23 日（土）か
ら 29 日（金）に 
東京都で開催 
されました。結 
果は一回戦敗
退となりまし
た が、 選 手 た
ちは全力で戦
いました。

全国の舞台で活躍を誓う

　12 月 17 日（日）、川内川宮里公園（宮里町）で、薩
摩川内市サイクルフェスタを開催しました。
　自転車用ヘルメットの着用促進や交通マナーアッ
プを目的に行ったもので、参加者はシエルブルー鹿
屋や鹿屋体育大学自転車競技部の選手から自転車の
安全走行テク
ニックなどを
学び、川内川
や東シナ海を
望む自然豊か
なコースを駆 
け抜けました。

全国大会で金賞受賞

【情報提供：水引地区コミュニティ協議会】
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。
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…
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…
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…
フ
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イ
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ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
要
申
込
】

２
月
23
日（
金
）9
時
30
分
～
11
時

30
分樋

脇
屋
外
人
工
芝
競
技
場

※�

雨
天
時
は
樋
脇
総
合
運
動
場
体
育

館

未
経
験
者
を
対
象
と
し
た
ホ
ッ

ケ
ー
教
室

ホ
ッ
ケ
ー
未
経
験
の
幼
児
、
小
学

生
先
着
50
人

※
参
加
無
料

運
動
の
で
き
る
服
装

※
雨
天
時
は
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
持
参

２
月
22
日（
木
）ま
で

申
込
フ
ォ
ー
ム

薩
摩
川
内
市
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

瀨せ

戸と

山や
ま

０
９
０（
２
０
８
９
）６
１
５
７

川
内
駐
屯
地
　
　
　
　
　
　

創
立
38
周
年
記
念
行
事

自
衛
隊
車
両
市
中
パ
レ
ー
ド

２
月
24
日（
土
）13
時
55
分
～
14
時

10
分国

道
３
号（
中
央
公
民
館
入
口
～

川
内
駅
交
差
点
）

自
衛
隊
音
楽
隊
や
装
甲
車
な
ど
に

よ
る
パ
レ
ー
ド

市
民
と
自
衛
隊
員
の
つ
ど
い

２
月
24
日（
土
）15
時
30
分
～
17
時

30
分Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

音
楽
演
奏
、
隊
員
に
よ
る
寸
劇
、

太
鼓
演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
入
場
無
料

※�

駐
車
場
は
川
内
駅
東
口
Ｄ
パ
ー
キ

ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川
内
駐
屯
地
創
立
38
周
年
記
念
式
典

（
川
内
駐
屯
地
一
般
開
放
）

２
月
25
日（
日
）８
時
30
分
～
15
時

陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地

記
念
式
典
、
パ
レ
ー
ド
、
訓
練
披

露
、
自
衛
隊
車
両
体
験
搭
乗
、
装
甲

車
な
ど
の
展
示
な
ど

※�

川
内
駅
西
口
～
川
内
駐
屯
地
間
は
、

無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。（
８
時
15
分
～
）

陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
広
報
班

（
20
）３
９
０
０

て
ら
や
ま
ん
ち
元
気
は
つ
ら
つ

ス
ク
ー
ル【
要
申
込
】

２
月
28
日（
水
）９
時
～
12
時

少
年
自
然
の
家

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
茶
話
会
な
ど

市
内
に
居
住
す
る
成
人
の
方

先
着
30
人

２
０
０
円

活
動
し
や
す
い
服
装
、
屋
内

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

２
月
16
日（
金
）～
24
日（
土
）

電
話

※
受
け
付
け
時
間
は
９
時
～
17
時

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

遊
び
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

【
要
申
込
】

３
月
２
日（
土
）９
時
～
12
時

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

脳
の
活
性
化
を
図
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

ど
な
た
で
も
可

２
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

運
動
の
で
き
る
服
装

２
月
24
日（
土
）ま
で

電
話市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

浅あ
さ

井い０
９
０（
８
２
２
１
）８
５
１
７

唐と
う
さ
ん
と
作
る
中
国
家
庭
料
理

【
要
申
込
】

３
月
２
日（
土
）10
時
～
13
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

エ
ビ
の
塩
こ
し
ょ
う
焼
き
、
常じ
ょ
う

熟じ
ゅ
く�

炒
め
か
け
麺
な
ど

市
国
際
交
流
員
　
唐と
う

靚せ
い

氏

ど
な
た
で
も
可

先
着
16
人

８
０
０
円（
材
料
代
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

２
月
13
日（
火
）～

電
話市

国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

国
際
女
性
デ
ー
記
念
講
演
会

【
要
申
込
】

３
月
８
日（
金
）19
時
～
20
時
45
分

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

中
高
年
期
だ
か
ら
考
え
た
い
あ
な

た
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
性
と
健
康

鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
　

教
授
　
井い

の

上う
え

尚な
お

美み

氏

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

先
着
１
０
０
人

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス▼�

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学

習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４

７
４
１
）

▼
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
25
）６
０
５
６

　
（
25
）６
１
８
８

▼�

川
内
な
で
し
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局

　
（
24
）０
０
７
７

郷
土
史
研
究
会
講
演
会

３
月
９
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

30
分川

内
歴
史
資
料
館

薩
摩
の
守
護
所
変
遷
に
つ
い
て
～

薩
摩
国
府
と
碇い

か
り
や
ま
じ
ょ
う

山
城
か
ら
考
え
る
～

川
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　
吉よ
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

氏
ど
な
た
で
も
可

先
着
60
人

※
当
日
受
付
順

３
０
０
円（
資
料
代
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲	申込
　フォーム

▲	申込
　フォーム

122024.2.10 広報

※
会
員
は
無
料

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会
　
前ま

え

田だ

０
９
０（
４
９
９
７
）３
９
９
９

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

【
要
申
込
】

３
月
９
日（
土
）13
時
～
17
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
　

基
調
講
演
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト

ナ
ー
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
川
内

北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な

ど
慶
應
義
塾
大
学
　
教
授
　
蟹か
に

江え

憲の
り

史ち
か

氏
な
ど

ど
な
た
で
も
可

先
着
３
０
０
人

※
参
加
無
料

３
月
１
日（
金
）ま
で

申
込
フ
ォ
ー
ム

本
庁
企
画
政
策
課
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

開
発
Ｇ（

４
８
２
２
）

歴
史
講
座「
九
州
五ご

所し
ょ

別べ
つ

宮ぐ
う

と
し
て
の
八は
ち

幡ま
ん

新に
っ

田た

宮ぐ
う

」　

【
要
申
込
】

３
月
10
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

※
受
け
付
け
は
13
時
～

川
内
歴
史
資
料
館

中
世
に
お
け
る「
八
幡
新
田
宮（
新�

田
神
社
）」に
つ
い
て
の
紹
介

鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
　
調
査
史
料
室
長
　
栗く

り

林ば
や
し

文ふ
み

夫お

氏
ど
な
た
で
も
可

先
着
40
人

２
０
０
円（
資
料
代
）

２
月
17
日（
土
）～
３
月
10
日（
日
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

春
の
は
じ
ま
り
の
　
　
　
　

小
さ
な
お
は
な
し
会

３
月
10
日（
日
）10
時
30
分
～
11
時

30
分川

内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を

使
っ
た
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び
歌
、

ア
ニ
メ
上
映

幼
児
～
小
学
生
低
学
年
と
そ
の
保

護
者

※
大
人
、
上
映
会
の
み
の
参
加
可

▼
お
は
な
し
会
＝
先
着
５
組
程
度

　
▼�

上
映
会
＝
先
着
95
人

※
参
加
無
料

※
当
日
受
け
付
け

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
ま
ご
こ
ろ

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

２
月
16
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
20
周
年
記
念
事
業

コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３
月
10
日（
日
）ま
で

北
薩
地
域
の
対
象
店
舗
で
特
典
を

ゲ
ッ
ト
で
き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
特
典
①
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド

▼�

特
典
②
＝
店
舗
独
自
の
割
引
な
ど

（
設
定
の
あ
る
店
舗
の
み
）

記
念
式
典

３
月
10
日（
日
）13
時
30
分
～
14
時

45
分川

内
駅
西
口
駅
前
広
場

新
制
服
発
表
、
新
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ガ
ー
ル
ズ
」列
車

出
発
式

※�

そ
の
他
、
出
水
駅
で
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
㈱

を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱
営
業
部

０
９
９
６（
63
）６
８
６
０

募
集

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
城
上
、
西
方
西
、
月

見
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐
市
営
、
宮

下
市
営
、
勝
目
一
般
、
平
佐
東
一

般
▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
椿
第

１
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇
市
営

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
八
風
、

入
来
諏
訪
原
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
入
来
市
営（
シ
ル
バ
ー
）、
立
山

一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
成

木
田
、
黒
木
第
３
一
般
、
黒
木
特

公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼�
上
甑
地
域
＝
江
石
、
平
良
宮
第
３

一
般

▼
下
甑
地
域
＝
浜
田

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

２
月
22
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

２
月
27
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
３
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

▲	申込
　フォーム

▲肥薩おれん
　じ鉄道㈱

▲	市

募
集

※開場は上映開始 30分前～

時 タイトル 出　演

3/16（土）
10:00 ～11:29

初恋のきた道
（H11年/字幕）

チャン・ツィイー　
スン・ホンレイ　他

3/17（日）
10:00 ～ 11:39

白蛇　縁起
（R1年/吹き替え） ―
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